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 顔認知は最も重要なｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの手段。学際的な研究者達がそのﾒｶﾆｽﾞﾑを解明する。  

 

１．本領域の目的 

本研究領域の目的は、「顔認知機能の解明」をキーワードとして、心理学、脳科学、医学、工学、情報学

などの幅広い分野の学際的な研究者が集結して研究を進め、最終的には、可能な限りその成果を社会に還元

することにある。 

２．本領域の内容 

以下の6項目を主要研究テーマとする。(1)脳血流計測法（fMRI、PET、光トポグラフィー等）を用いた顔

認知機能の解明、(2)電気生理学的計測法（脳波、脳磁図等）を用いた顔認知機能の解明、(3)顔認知障害の

病態生理の解明とその治療法の開発、(4)心理学、認知科学的研究による顔認知機能の解明、(5)動物、特に

サルにおける顔認知機能の解明、(6)工学的手法による顔認知機能の解明 

３．期待される成果 

近年、心理学、脳科学、基礎医学、臨床医学、工学、情報学などの幅広い分野で、「顔認知機能」の研究

が非常に盛んになってきた。顔認知は言語認知と並んで、人間が社会生活を送る上で最も重要な機能と考

えられるようになってきたからである。本研究領域の主要目標は、顔認知の発達過程を詳細に解明するこ

と、顔認知が社会生活における役割を考察すること、顔認知障害の原因解明とその治療法の開発を行うこ

と、顔認知に関連する脳内部位の特定を行うこと、である。そして、得られた研究成果を社会に還元する

こと、特に教育現場における様々な問題の解決の一助となること、が最終的な目標である。 

本領域では公募研究を非常に重視している。その最大の理由は、本研究領域が極めて学際的であり、様々

な分野の研究者からの応募が予想されるためである。背景が異なる多くの研究者、特に若手研究者が公募研

究に参画して、他分野の研究者に対する刺激になることを期待している。当然、異分野の研究者間同士の共

同研究が生まれる可能性も高く、その場合には可能な限りの支援を行いたいと考えている。 

 
 
 

〔キーワード〕 

脳血流計測法：機能的MRI(fMRI)、近赤外線分光法(NIRS)等を用い、脳血流が増加している部位は

活動が高いという仮説に基づいた検査法。mm単位の高い空間分解能が最大の長所である。 

電気生理学的計測法：脳波、脳磁図等を用い、神経細胞の活動を記録する手法。ミリ秒単位の高い

時間分解能が最大の長所である。 

 

【審査部会における所見】 
本研究領域は、顔認知機能について心理学・医学・工学などの幅広い分野からの統合的な研究をめざすも

ので、学際的複合の意義が強く、人文・社会系、理工系、生物系のバランスがとれた研究領域となっている。

また、近赤外分光法などの脳機能計測技術の進歩により、乳幼児を含めたヒトを対象とした様々な研究が可

能になった現在において、タイムリーな研究領域である。研究計画は準備状況を含めてよく練られており、

研究目標とする顔認知障害の病態解明やその治療法の開発などは社会的意義が大きいものと判断される。領

域代表者の強力なリーダーシップのもと研究領域内での有機的な研究連携が推進され、その研究成果が国内

のみならず国際的にも貢献できることを期待する。 

 



６領域間の有機的連携

A04
「心理学、認知科学」  （山口）

A01
「脳血流測定」  （飯高）

A06
「工学的手法」

（赤松）

A05
「動物実験」  （永福）

A02
「電気生理学的検査」  （柿木）

A03
「臨床研究」  （稲垣）

総括班のハブとしての役割

総括班
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